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先付け施エタイプ『プレートアンカー』は、外壁の目地を利用して取付ける画期的な「壁つなぎ」のアンカーです。

製品は、ボルト部とプレート部とからなり、プレート部を躯体側の鋼材にガッチリと溶接し、それにねじ込まれたボルト部を通して足場と連結しま

す。それらのセッテイングは、すべて目地部を通して行われますので、従来のボルト埋込み式による足場の取付けと異なり、外壁面を損傷さ

せることなく、かつ、補修の手間もいらず、工事をスムーズに、きれいに仕上げることが出来ます。

不プレート型 ●設計強度●取付け間隔●横揺ね・曲げ荷重対策

モ許容設計荷重
最大荷重
(耐力 )

許容設計荷重 安全率

引張強度 引張最大荷重:A A× 50°/。 20以上

圧縮強度 曲げ変形荷重:B B× 50% 20以上

桑許容設計荷重 f:溶接長さ

“

)溶接方法略図   GttL´ 4 5cm

図-2

なお、各規格の許容設計荷重は設計強度の表を参照。

量プレートアンカーの取付け間隔
プレートアンカーの取付け間隔は、(社)仮設工業

会(1998)「 足場工事実務マニュアル」2(a)壁 つ

なぎ取付け間隔 P48表 2・ 30参照。

標準間隔=2層 2ス バン:34m× 36m‐ 122m2

萎圧縮強度対策
右表の圧縮強度数値は、壁つなぎ金具の組立て

長さ(L)が40cm以下の場合です。40cm以上の回

ング長さになる場合は、たわみが生じるので壁あて

ジャッキ(足 場機材)(図 -1)ま たはサポー ト材を

壁面にあて対応ください。数量はアンカーの1/4

～1/5で よいと思います。

圧縮最大荷重
(Tu)

許容設計荷重
イTnヽ

圧縮強度 100(曲 げ変形) 050

壁あてジャッキ (当社の製品ではありません。)

アングル

(2)溶接強度の計算

Ys=Σ a× f× Su>P
ここにYs:G部の溶接強度(破断強度)kg/ヶ 所

Σal,容 接厚さ  050× 0707=0 35cm2

f:溶接長さ 4 50cm

Su:剪断応力度(剪断破断)3,500kg/cm2
P:安衛法(労働省)規格第46条規定強度

1,000kg/ヶ 所

Ys=035× 450× 3,500× 08(現場係数)

=4,450kg/ヶ 司〒〕>P=1,000kg/ヶ 司〒

安全率(F)=4以上

図-3
プレートアンカー

聾 横揺 ね 。曲 げ荷重対策

プレー トアンカーの設計強度には、横揺れ対応は合ま

れていないので、別途に大筋かい(足場バイプψ486等 )

を設ける事。

また、平面的にはAB側面の交又コーナー部をしっか
'ザ

筋

結して、足場の積方向への同」性を高めることが重要です
=

図-4
〈足場の平面図〉
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暑プレートアンカーは認定範囲外です。
プレー トアンカーには “認定証"は ありません

=

その理由 ―一――プレー トアンカーの使用場所は、

「壁つなぎ金具の先端部」でt(図 -5)

“取付け位置"が建築構造物の壁の内側にある

事より、“認定範囲外"と なることが

その理由です。
プレートアンカー

図-5

スバン

認定範囲 “認定範囲外"

(仮設機材認定基準※
)

※厚生労働省安衛法より
(建物の内側)

溶 接
｀ヽ

、、

G洋
〇
ゆ
〇

コ

かヽ さヽき
｀ヽ

ど 接

●設計基準 :(社)仮設工業会 厚生労lll省「安衛法規格 第44条～第46条」に準じた設計です。

(大手蘭かし順嘔酬駆D

一̈

■ドリリレビス型 Cチャン I同縁 に ア ン カ ー を 安 全 に セ ットす る条 件 鮨 岡労働局 労働基準部 安全課の指導より)

I建物高さ(H)15m以下を目安とする  正 横揺れ 。圧縮対策をしつか りする

ドリルビスは浸炭焼入のため、●曲げ荷重●衝撃荷重●横揺れに折れやすいので、横揺れ。曲げ対策

をしっかりして下さい。(但 し、KTFは首振りで横揺れ・曲げに強いが要注意。)

Ⅲ Cチ ャン鋼板厚 t=1.6(板厚不足)は危険

ドリルビスは、取付けるCチャン鋼板厚で下表のように引弘

Ⅳ アンカー反力 (風荷重W)の計算は必ず行 うこと

アンカー反力:風荷重(W)の 計算は必ず行って安全の確認を厳守して下さい。

風荷重の(W)の 計算表(P ll)をご参照下さい。

t=23以上がよい

ノ強度が左右されます。
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●設計基準 1ド リルビス型 (φ 6)は (社)仮設工業会の設計基準を満足 していないので、下記の条件を厳守 して下さい。

● KTF・ KT06
(首ふり)(首固定)

A音5属羊糸田

′
′
※t=16

′  鋼板厚不足で危険

鋼板サイディング

ドリルビスは、取付けるCチャン鋼板厚で下表のように引張 れ ま 〈単位 :

項 目
軽 量 Cチ ヤ|ン 号1張 強 度 (抜 け )

引張最大荷重(Pu) 許容 (設計)引張荷重(Pa) 安全率(D

鋼板厚 (t)

16 240(平均)
120 2

23 440(平均)
220 2

32 830(平均) 410 2

この対処として、アンカー間隔を細かくして、アンカーlヶ 所に作用する力を小さくする事が必修条件です。

ア ン カ ー
取付け間隔

Cチャン
t=16の時

その 1 1層 1スバン :17m× 18m=306m2(提 案)

その2 1層 2スパン :17m× 36m=612m2(提 案)



先付け施エタイプ「プレートアンカー」製品一覧表

(※ 製品寸法を予告なく変更することがあります。)

用途 規格 形状 崎ｍ‐くｔ以上＞
許容設計
荷薫 (Pa〕

〈t〉

用途`適応範囲 取付け要点
梱包数
(重量)

ALC版

陶 AL-150 260 100
壁厚(mm)
150+タ イJレ=170
150

1溶接は確実に
2ボルトねじ込みは十分に

50組
(10kg)

国 AL-125 260 100 100・ 120(125)
1溶接は確実に
2ボルトねじ込みは十分に
3パネル損傷に要注意

国
AL-75P

(直接型)

260 100 100・ 120(125) 組

θ
５。
は

圏
AL-25K

(直接型) W1/2傲
110 050 30・ 50

:1吐 咄
胸

５

に

成  型  板
(押出成形セメント板)

圏 SY-45 260 100 50・ 60・ 75 1溶接は確実に
2ボルトねじ込みは十分に

50組
(7 5kg)

国 SB-35 260 100 50・ 60・ 75
lil同上

25組
(1lkg)

国 ST-56 涎 260 100 50・ 60・ 75 111同上
50組
(1 0kg)

ガラス・金属板
石 綿 ボー ド
(セメント薄板)

墨 RN-15 詢 110 050
浮かし張り(金具止め)

15・ 20・ 30 lil同上
組
０

５。
は

憂 GB-20 礼
090

(設計基準強

045
度不足製品)

直張り溶接
15・ 20

組
０

５。
は

石 張 国 IC-80 M饉 090

(設計基準強

045
度不足製品)

乾式工法
60～ 135

鞭 50組
(12 5kg)

PCカ ーテン
ウォール 国

PC-79-φ 22

260 100
PC版の目地よリアンカーを取る

日
曰

組

０
５。
はPC-79-φ 14

ロングボルト ロング
ボルト

260 100 詳細は6ページ参照

●製品の主な材質
項 目

部品 高ナット,ボルト プレート ドリルビス

鋼 材 規 格
」IS G 3507

SWCH6R(SS400)
」iS G 3131
SPHD SP

」lS G 3507 SWCH22A
熱処理HV 480～ 650

■ ド リ ル ビ ス 型 製 品 一 覧 表 設計基準外製品 [(社)仮設工業会の設計基準よりも強度不ご ] (製品寸法を予告なく変更することがあります。)

Cチャン板厚の引張最大荷重(平均)

●アングル(t=6mm)
1,300kg/本 (ド リルビス破断)

※Cチャン鋼板厚t=16(板 厚不足)

は危険です。やむを得ずご使用され
る場合にはPl“ ドリルビス型"の
「安全にセットする条件」を厳守
して下れ ヽ

詳細は9ページ参照

《横揺れ・曲げに弱い》

組
０

５。
は

鋼 板 ・ 角 波

複  合  体
(鋼 +ウ レタン)

⌒首
固
定
タ
イ
プ
）

詳細は10ページ参照
(新製品。平成17年 10月

より発売)

《ナットの首可動により
横揺れ 。曲げに強い》


